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上原は1983年3月に,①西部林道 (培拓100-
170m:N-29), ㊥浜之上林道 (320-700/l
:N-24), ◎岳之川-国割岳 (600-780m:
N-4), ④永田歩道 (240-4701n:N-6).
◎大川井道(200-9(沿m:N-48)で染めた糞を
分析した (採集 :上原.丸橋.好広.甲山.大井)｡
詳細は未検討だが.明らかになった点を述べる｡
すべてに共通して多く含まれていたのは.常緑
｢421
